配分基準（施工担当組合員選定基準）（例）
（例１）

本組合が物件を受注した場合、あらかじめ配分希望の申請をした組合員のうちより優先する組合員を招集して、次の各号に定めた規定により配分を決定する。

　　１．希望申請書のうちより希望者間にて抽選を行い決定する。

　　２．抽選で除外された場合は次の受注時において優先する。

　　３．受注があっても希望者が下廻る場合は申請書において抽選を行い決定する。この場合拒否できないものとする。

（例２）
共同受注に関する配分並びに成果品の検査は、本内規の定めるところによる。

　　１．共同受注委員は、毎年１回組合員の業務能力、当該官公庁に対する特定期間の完成実績を一定の指数に換算し、組合員の格付評価を行う。
２．前条の格付評価とは、次により表示された業務能力と完成実績の合計点により行う。

　　　　　業務能力　　　５０．４０．３０．２０．１０．（点）

　　　　　完成実績　　　５０．４０．３０．２０．１０．（点）

　　３．組合員に対する配分は、格付評価のほかに、受注業務、工期の緩急度、その時点における組合員の受注能力などを勘案し、共同受注委員会が行う。

　　４．前条の受注能力については、毎週定められた日時に共同受注委員会宛報告するものとする。

（例３）

　　受注工事の分担方法は、点数制とし、次の区分により得点を出し、合計点の少ないも

　のから順に分担するものとする。

　　ただし、特別の事情がある場合は順位を変更することができる。

（１）基　本　点　数　　組合員持点数　　１００点

（２）施　工　点　数　　施工工事総額を○○○万円で除したものを施工総点数とする。

　　　　　　　　　　　　施工者は工事額○○○万円を１点として（１）に加算する。

（３）資材利用点数　　施工総点数の１／２を資材利用点数とする。

　　　　　　　　　　　　一定期間における資材利用総額を資材利用総点数で除して、単位額を出し、各組合員の利用額を単位額で除した値を資材利用点数とする。

　　　　　　　　　　　　その得点を（１）から減点する。

（４）実　績　点　数　　施工総点数の１／２を実績総点数とする。

　　　　　　　　　　　　各社の前○ケ年間の年平均工事総額を実績総点数で除して単位額を出し、各社の実績額を単位額で除した値を実績点数とする。

　　　　　　　　　　　　その得点を（１）から減点する。

※１　基本点数とは、（２）（３）（４）の加減の計算のためのもの
※２　施工とは、共同受注工事の施工
※３　資材利用とは、組合所有の仮設資材の利用
※４　実績とは、各社において実施した工事施工実績
※５　この点数制は、施工の平等、組合所有の資材利用及び各社の工事施工実績を対象として、配分率を下図のように求めたものである。
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